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レキシコン - Michael Kühnen 

87 - オーダー 
あらゆる文化の発展の始まりには、男性の同盟の出現と働きがある。これ

らは、権力、文化、宗教、儀式、したがって伝統の永続性のための前提条

件であり、これなくして文化は考えられません。世界中の伝統的な高度文

明では、このような男性の同盟関係から、文化を担った兄弟団（宗教団

体）が生まれ、一方では精神的・宗教的なリーダーシップを発揮し、他方

では武闘派共同体として、文化の内外の保護を担っていたのである。した

がって、このような秩序は、アーリア人種の高度な文明においても卓越し

た意義を持っていた（「アーリア人」を参照）。その中でも、中世の騎士

団とその騎士道精神は、非常に弱体化しているとはいえ、今もなお続いて

いることは一般的によく知られている。 

いずれにせよ、宗教共同体の構成員は、共同体の中で、倫理的に質の高い

思想に奉仕する生活を目指し、それを通じて、個人は自由で誇り高い服従

をする人格に成長します（自由、誇り、規律の項もご参照ください）。こ

れは共同生活であり、個人生活であり、その中で知を得ることである。そ

れは、知識、意志、行動が完全に一体となった共同生活と個人生活であ

り、精神修養会の重点は知識にあり、武道会の重点は戦闘にあるのであ

る。しかし、意志は常に宗教的共同体の決定的な基盤である。 

種と自然を基盤とする伝統的な先進文化の世界では、一方では自己認識と

自己実現、他方では闘争的な生活というこの二つの道-どちらも価値とア
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イデアのために-が、救いへの道、価値と意味を持つ生活への道である。

知識、意志、闘争、共同体、服従、自由、救済といったこれら伝統的な基

本的価値観はすべて、現代世界では国家社会主義において、その科学的認

識論である生物学的人間主義とその倫理学である価値観念論において新た

に具現化されているのである。このように、国家社会主義党の男子会で

は、指導者の精神的任務（国家社会主義ドイツ労働者党を参照）と、兵士

的人間像の戦闘的体現としてのシュトルム＝アブテイルング（嵐の分遣

隊）が、宗教団体の形成の要素を明確に反映していたのである。 

党の解散後の国家社会主義人民国家（国家を参照）の新秩序への移行にお

いて、精神的・戦闘的秩序は決定的で卓越した意義をもち、後にまた、永

続性とその種と性質に応じたアーリア人高度文化の発展を確保し、それは

もはや今日のマイナス世界と何の共通性も持たず、伝統と救済の新しい世

界を代表するだろう（「時代の転換」も参照のこと）。 

  

88 - 東インドゥエーロピアニズム 
東インド・ヨーロッパは、先史時代に移住と征服によって近東と中央アジ

アの大部分を定住・支配し、この地域に古代アーリア人の文化基盤を築く

きっかけとなったアーリア人種（アーリア人参照）の一族である。人種的

混血（人種間闘争も参照）の結果、東インド・ヨーロッパ主義はほとんど

消滅したが、大インドの高位カーストやペルシャのツァラトゥストラの光

の古アーリア宗教の信者であるパールシー派には、厳しい人種的隔離に

よって今もなお存続している。また、クルド人の中には東インド・ヨー

ロッパ系の名残が残っている。 

アラブ人やトルコ人の民族に見られるアーリア人種の分派とともに、これ

らの東インド・ヨーロッパ主義の残滓は、ヨーロッパの国家社会主義政党

（国家社会主義ドイツ労働者党参照）のレーベンスラウム政策（レーベン

スラウム参照）の最も重要な構成要素を形成している。東インド・ヨー

ロッパ系の中でも、特にパールシー派はヨーロッパの大きな居住区に属し

ており、ペルシャはその一部でアジアへの影響の橋渡し、ゲートウェイを

担っている。 
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国家社会主義は、人種、政治、文化、経済のあらゆる分野で東インド・

ヨーロッパ主義を振興し、東インド・ヨーロッパ主義の偉大な歴史、文

化、伝統によって豊かにされたアーリア人の運命共同体と民族に再統合す

るために努力しているのである。東インド・ヨーロッパ主義は、汎アーリ

ア的な世界権力の主張、ひいては世界的な新秩序の本質的な柱である。 

  

89 - 東方政策 

 核時代におけるドイツのソ連との関係は、ソ連がもはや外から、戦争に

よって打ち負かすことのできない超大国であり、ロシア人をはじめとする

ソ連邦の人民が自ら成し遂げることのできる内部からの克服が必要である

ことを認識することによって、決定されなければならない。  

このことから、国家社会主義は、すべての帝国主義--ソ連のそれを含む--

を否定し、とりわけ、種の本性に反するその国家イデオロギー--マルクス

主義--と戦い、ついにこれを克服するが、来るべき国家社会主義人民国家

は、そのように、ドイツ民族のオストポリティークの助けを借りて、ドイ

ツ民族の統一と自由を可能にし、確保すべく国家間のバランスを図るだろ

う、ということが分かるのだ。 

このようなオストポリティークは、1969/00年以降のFRG体制政党の降

伏・放棄政策と共通するところがない。むしろ、Gesinnungsgemeinschalt 

der Neuen Frontは、国家社会主義ドイツのOstpolitikの原則を次のように定

式化している。 

1. 新世代の国家社会主義は、東方拡大思想を放棄している。 

 新戦線は、 FRGのNATOからの撤退を目指し、権力、経済、防衛政

策の面で東西間の第三の道を追求します（中立、社会主義、人民防

衛も参照）。 

3. 新戦線は、ドイツの統一、自由、主権を求め、東西対立における非

同盟と中立を保証し、ソビエト帝国との政治的、経済的な包括的な

つながりを提供する。 

 新戦線は、 中・東欧の古代ドイツ人入植地にドイツ人を再定住さ
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せ、彼らに民族的権利を与えることを要求しているが、国家国境の

画定問題は、最終的にヨーロッパ全域で新秩序が実現されるまで未

解決のままにしている。 ソ連側が、ポーランドやチェコの土地

泥棒に対して政治的支援を放棄して権力を確保するなど、暫定的な

解決に努めれば別だが、そうでない場合はどうだろう。 

 新戦線は、 ソ連が国家社会主義ドイツの東方政策の可能性、申し

出、要求について積極的な表現をすれば、ソ連帝国を外部からどの

ようにでも揺さぶるような試みを控えることを確約している。 

  

90 - 議会主義 

 議会主義とは、西洋型民主主義が想定する国家における国民主権を実現

し、それによって国民の政治的自由を可能にしようとする試みである（失

敗する運命にあるか、最初から真剣に取り組んでいなかったか）。議会制

は、資本主義がその経済形態であるのと同様に、自由主義というイデオロ

ギーの国家形態である。 

理想としての議会主義は、普遍的で自由かつ秘密裏に行われる国会議員の

選挙を特徴とし、国会議員は国民の代表として、議論、投票、多数決を通

じて国家政策を決定し、法律を制定する。したがって、この理論によれ

ば、議会は国民の政治的意思を反映し、国民のはずの主権を体現している

ことになる。その基盤と活動は自由であるはずの様々な政党が、この意志

形成に参加し、様々な立場と解決策を提示し、その中から国民は決断を下

すことができるのである。 

しかし、現実には、立場の異なる政党は、しかもそのほとんどが資本主義

の社会集団の個別的利益に奉仕するのみで、人々を引き裂き、その結果、

彼らの政治的意思形成は不可能となるのである。この事実は、人々の間に

価値相対主義を呼び起こし、支配者が広範な大衆を意のままに操ることを

可能にする。また、リベラリズムは資本主義との歴史的提携を不可分と

し、自由資本主義となっているため、資本主義から発せられる無制限な唯

物論は、議会主義が推進する価値相対主義とも結合しているのである。し

かし、唯物論と価値相対主義は、常に文化の退廃を意味する。このことか
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ら、議会主義は、支配的なマイナス世界を支え、人民を惑わし、退廃を促

進し、その結果、それによって形成された人民の種の保存と発展を脅かす

ために、偽善と唯物論が展開される舞台と劇場にほかならないことがわか

ります。 

国家社会主義は、国家全体の政治的動員を伴う議会主義、コーポラティ

ヴィズムの経済秩序を通じたすべての社会集団の国民生活への参加と共同

責任、自発的に結合したWolksgemeinschaftによってのみ可能となる国家の

主権に反対している。 

アーリア人（アーリア人参照）の生活空間における主権国家の意志の担い

手、したがって民族の自由の保護者は、唯一の活動的国家党としての民族

のそれぞれの国家社会主義党、したがってドイツでは、国家社会主義ドイ

ツ労働者党なのである。 

  

91 - PARSEN 
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 パールシー派は、イラン（ペルシャ）に定住した東インド・ヨーロッパ

語族に属するアーリア人の民族・宗教集団である。ペルシャは古代アーリ

ア人の居住地域で、現在のパールシーは、かつて古代ペルシャ帝国とその

文化を担ったアーリア人の歴史的継承者であり子孫である。 

勝利したアラブ人がペルシャに持ち込んだイスラム教による征服の後、

アーリアニズムの人種的実体はますます減少したが、人々の体から完全に

消え去ることはなかった。今日のペルシャ人にわずかに残るアーリア人の

血は別として、この地域の東インド・ヨーロッパ主義は、とりわけパール

シーと少数民族のクルド人の間で存続している。 

しかし、現代の東インド・ヨーロッパ主義にユニークなのは、パールシー

派がアーリア人の血を引くという人種的な意識を持ち続けているだけでな

く、それを非常に誇りにしている点である。彼らは、一方でイスラム教以

前のアーリア人の火教であるツァラトゥストラを粘り強く信仰することで

アーリア人の血を守り、他方で少数民族内とヨーロッパ人とのみ結婚を認

めるという厳格な人種隔離を行っており、これはヨーロッパに移住した

アーリア人との先史時代の人種的血縁関係を顕著に意識している証拠でも

ある。 

アーリア系ペルシャの王侯貴族や神官の子孫で、イスラムに征服された後

も古い信仰と民族意識を持ち続けたパルシーの人々は、アーリア民族の神

聖な印としてスワスティカを崇拝しているのである。このように、パール

シー教徒は、ヨーロッパ民族社会主義の理想的な同盟者であり、第四帝国

は、アジアへの戦略的橋渡しとしてのイランを含む、より大きなヨーロッ

パの生活空間全体を包含しようとするものである。 

国家社会主義は、東インド・ヨーロッパ主義の再生を目指し、促進し、政

治的、人種的、文化的、経済的に強化しようとするものである。パールス

人は、一方では大ヨーロッパ圏の最も遠い国境地帯との政治的なつながり

を維持し、他方では大インド圏の東インド・ヨーロッパ主義の残滓との橋

渡しをすることになるので、重要な役割を担っているのである。 
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47. 

 

   ロックウェル・ホールは、その運用の歴史の中で数々の攻撃に耐えてき

たが、その中には深刻というより滑稽なものもあった。 

   ある日、当直員が「ドスン！」と建物の正面を叩く音を聞いた。ドアを

開けると、矢が刺さっていた。「厄介なインディアンだ。「と、驚いて

いる訪問者に説明した。 

   ブラウン・シャツを模した   ブードゥー人形が、何者かによって本部

の前に置かれることもあったが、ストームトルーパーから副作用の報告

があったことはない。 

   ある日の明け方、2階建ての本社の屋上で見回りをしていた眠そうな当

直士官が下を見ると、大きな白いキャデラックが下の通りに停車してい

るのが見えました。太ったユダヤ人が降りてきて、トランクに回り、そ

こから大きなコンクリートのブロックを取り出した。それを頭上に持ち

上げ、ロックウェル・ホールの正面に投げつけようとした時（まさに石

器時代の攻撃）、用心深い当直員が平然と警報のサイレンを鳴らした。

突然の耳障りな音に驚いたユダヤ人は、足元にあったコンクリートを落

としてしまった。彼は片足で飛び跳ねて自動車の前席に戻ると、71st 通り

を猛スピードで走り去り、サイレンがまだ鳴り響いたまま急いで退却し

た。 
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